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今だからこそいつもどおりの自分を大切に
い ま じ ぶ ん た い せ つ

日本赤十字社のホームページに
に ほん せきじゆう じ しや

新型コロナウイルスについての話
しんがた はなし

がたくさんのっています。

感染症を広げる原因となるのは
かんせんしよう ひろ げんいん

「病気そのもの」「不安な気もち」
びよう き ふ あん き

「さべつすること」です。いつもと

かわらない元気な自分でいるために
げん き じ ぶん

今日は「不安な気もち」に目をむけてみます。
き よ う ふ あん き め

色々な人たちがみなさんを守っています。感謝の気もちは「気づく力」かな。
いろいろ ひと まも かんしや き き ちから
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不安な気もちとむかいあう時にたいせつなもの
ふ あ ん き と き

「気づく力」
き ちから

今、わたしのまわりのようすはどうだろうか。

→「感染に気をつけて行動している。私もそうしているから気にしない。」

「聴く力」
き ちから

自分の心の声をしっかりと聴くとふりまわされにくくなる。
じ ぶん こころ こえ き

→「もっとお出かけしたいな。」「マスクなしでおしゃべりしたいな。」
で

「病気の人を支える人大丈夫かな。」
びよう き ひと ささ ひとだいじよう ぶ

「自分を支える力」
じ ぶ ん さ さ ちから

やりたいなと思っていること、気分を変えるために何かをやってみる。
おも き ぶん か

→「天気のいい日には、散歩してみよう。」「お花を育ててみよう」
てん き ひ さん ぽ はな そだ

「本を読もう。」「何か作ってみよう。」「相手と会わなくても話ができる
ほん よ なに つく あい て あ はなし

方法をとろう。」
ほうほう

日赤の HPより引用


